
　（別紙４-２） 事業所名　グループホーム　はなぞの

作成日：　　　　　平成25年4月5日

優先
順位

項目
番号

現状における問題点、課題 目標 目標達成に向けた具体的な取り組み内容
目標達成に要

する期間

1 6

日々の中で身体拘束についての指摘や話し合
いはありますが、職員の共通認識にはなってい
ません。事業所として統一された支援のために
も研修を始めとする体制構築を期待します。

身体拘束について、職員の共通認識を醸成
するための環境づくりを行い、事業所として
統一された支援体制に向け、継続的に取り
組む体制を整備していく。

・身体拘束が及ぼす影響や禁止対象となる行為
等について「事業所方針」を作成
・事業所内に「身体拘束廃止委員会」を組織し、
委員は外部研修に積極的に参加し、身体拘束
のあり方の見直しや職員周知のための学習会
等について企画実施する。

1年

更なる防災体制の構築を目指すと共に、地域住
民の協力が得られた避難訓練の実施を期待し
ます。

地域住民の協力を得た避難訓練の実施と災
害に備えな備品の確保や二次避難場所の確
保に努める。

・夜間を想定した消防総合訓練の実施時におい
て地域住民の協力を得た総合訓練を実施する。 6月実施

・災害に備えた備品の確保や二次避難場所の
確保に向け、関係機関（コンビニや商店、避難
場所となる建物の持ち主）との協議を進め協力
を求める。

1年

3

4

注１）項目番号欄には、自己評価項目の番号を記入して下さい。
注２）項目数が足りない場合は、行を追加して下さい。

　　　　　　　　　　　　目標達成計画

【目標達成計画】　
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